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家政学原論・家庭経営・家庭経済・家族関係

日本における《近代家族》研究～1980年代以降～

　　　　　　　　　　　　　共立女大家政　　奥田都子

【目的】（近代家族）概念を導いたアナール学派の業績は、従来普遍的なものとされてき
た家族のあり方が、近代に特殊なものであることを実証し、家族史研究の最も重要な成果
の一つと目されている。わが国でも80年代以降、これらの研究に触発され、欧米の研究成
果の紹介や整理をはじめとして、その研究視点・分析方法を踏襲した近代家族研究が進み
っつある。本報告では、アナール学派の研究視点と分析方法、および〈近代家族〉概念を

明らかにしたうえで、80年代以降の日本における《近代家族》研究の動向を概観し、日本
における《近代家族）形成過程解明にむけての試みについて、問題点を整理するとともに、
その発展にむけての若干の考察を加えることを目的とする。
【方法】（1）アナール学派の研究視点と分析資料・方法の特色を、ケンブリッジ・グルー
プの研究と比較しながら明らかにする。（2）(近代家族》概念についての諸研究の整理。

（3）80年代以降の日本の研究の整理と分析方法の検討・考察。

　【結果】アナール学派は過去の民衆の家族生活を研究対象とし、家族の日常生活の諸相を
しめすあらゆるもの一日記・おもちゃ・図像画などーを資料として、家族理念・感情
の解明を試みてきた。80年代のわが国における近代家族研究は、①欧米の研究成果の翻訳、
②研究成果の紹介、③近代家族概念の整理・検討、④日本における近代家族の形成を巡る
研究、の４つに大別される。とくに④においては、近代家族論の視角や分析手法を用いて
日本近代の家族をとらえなおすだけでなく、西欧型（近代家族）を特徴づける諸要素と日
本近代の家族との非整合性を浮き上がらせることによって、逆に近代家族の特性に再吟味
を迫る研究も見られ、今後の研究蓄積が期待される。

2Yp-3　　　　海女漁村における1972年と1992年の家族構造の変化
　　　　　　　岐阜女子大家政　○三輪聖子　岡田照子豊田短大谷田沢典子

　目的　産業構造の変化や高齢化現象は家族意識を変化させ、地域の家族構造を多様化さ
せてきた。本研究では、海女で知られる三重県南端の海女漁村における1972年と1992年の
家族構成を比較分析し、どのような要因が家族に変動を与えてきたかを検討する。
　方法　資料は1972、1992年の住民票に基づき、聞き取り調査により修正を加えた世帯票

を用いる。
　結果　対象地域では、近海漁業から遠洋漁業へ、さらに近隣産業、都市産業への就労と

男子生産人口の働き先には大きな変化があった。女子は、海女のむらといわれるように漁
業・海藻加工業の仕事が継続的にあり、パート就労の内容は変わっているが、就労は安定
している。また、高齢者にも能力に適応した生業があり、親戚・近隣関係に支えられ、一

家をあげての離村は少なかった。
　その結果、人口、世帯数に大きな変化はみられないが、出生率の低下、高学歴化による
若年層の離村傾向、都市での就労を終えた中高年の帰村などによって、世帯構造の変化と

その内容にも変動がみられる。高齢単身・高齢夫婦世帯は増加し、直系家族にも高齢者親
子の２世代型が増えている。また高齢者世帯は、子家族出稼ぎ中の留守役的であったが、
子家族は帰村しない傾向が1992年では多くなってきている。
　この20年の変動には、産業構造の変化による転職他出者と、学歴をつけて村外に他出就

労し、定住した世代のライフコースによる違いが大きな要因をなしている。
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